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�の��は��	
の��を��する������です。

����の��とアローヘッドがある��は、��のケース�に�
�の��がある !されていない「()�*」が*れていることを
./するものです。

����に�45のある��は、678の9:;<=に�>さ
れている?@とAB(DE)のGHなIJへのLMを./するもの
です。

1. PQに�しくおUいVくために、9:;<=をおYみください。

2. 9:;<=はいつでも^られる`にAaしてください。

3. ./の�cすべてにLMしてください。

4. 9:;<=にfって?@してください。

5. 678をiのjくでUkしないでください。

6. mれたnoは、pいたqでrいてください。

7. tuvをふさがないでください。9:;<=にfってx8してください。

8. ラジエーター、~u��78、ストーブなどの��、その�の�を��させる
78 (アンプを�む)のjくに678をx8しないでください。

9. ��プラグやアースプラグのPQ��を��にしないでください。
��プラグには�の�う2�のブレードがあります。アースプラグには2�のブレードと、
もう1 つアースプラグがあります。 �いブレードまたは36�のプラブはPQのための
ものです。 ¡のプラグがコンセントにoわないnoは、�u¥¦§などに¨©し
アースプラグがª«¬なコンセントに®tしてVくことをお¯めします。

10. ��コードを±んだり、プラグや³�コンセント、78からµた`が¶まれない·に
A¸してください。

11. メーカーI»の9 ¼/ ¡�¾¿はUkしないでください。

12. ÀがÁりµしたりÂÃÄごUkにならないときは、��プラグをコンセントからÇいて
ください。

13. ABDEはÈÉをÊったËÌÍにÎÏしてください。��コードやプラグのÐÑなど
78がÐÑした、iやÒÓがÔった、78にÕiがかかった、�Öに×@しない、
またはØとしたなどのnoには、ÙずÛÜを¨©してください。

���の��

CAUTION
��お��があります。

#$%を&けないでください。

��：./や��/1の23するため、#$%を
7などがかかる:;に%かないでください。
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Klark Teknik Group (UK) Plc (Klark Teknik Building, Walter Nash Road, Kidderminster, Worcestershire, Dy117は、
このú/=に�>されたûの��のサンプルがþ�のIJ=および/または��に�oすることを<�します。

	
= 	
>? @A�B( ) �E FGHs

Company registration No. 2414018. A Subsidiary of Telex Communications Inc.

DN370 115V AC 240mA 50/60Hz
230V AC 120mA

アナロググラフィック
イコライザー
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LM
�Ìするno、��IJ=の�Bの�Êのためにこれらの��をÛÜする�にBるべき��なUk !に"
し、I»Í、#ÔÍ、x8Íまたは へのLMを./しています。このような��$8やUk !につい
ての%&はH'(に)'して でき、��の9:;<=に�>されます。

IJK
IJ

Klark Teknik Group (UK) Plc, Klark Teknik Building, Walter Nash Road,

Kidderminster. Worcs. DY11 7HJ. England

Tel:+44 1562 741515 Fax:+44 1562 745371

www.midasconsoles.com www.klarkteknik.com

89/336/EEC Electromagnetic Compatibility Directive

amended by 92/31/EEC & 93/68/EEC 73/23/EEC,

Low Voltage Directive, amended by 93/68/EEC

Class B Emissions

Class B Immunity

H

Voltage Fluctuations and Flicker

Electrical Safety EN 60065:2002

EN 55103-1:1996

EN 55103-2:1996

armonic Current Emissions EN 61000-3-2:2000

EN 61000-3-3:1995





Klark Teknik DN370Graphic Equaliser DN370

DN370 30 1 3 45mm
2 DN370

をお*い�げVきましてありがとうございます。 は、 -なライブサウンド、
レコーディング、01xE、2nなどのエンジニアのH'を4たすために��された �で、この56/7は8に
Klark Teknikのクオリティーを4たすものです。

は、デュアル バンド、 / オクターブ、グラフィックイコライザーで、 のロングフェーダー、Aチャンネルに
ハイパス/ローパスと つのノッチフィルターをJEえています。 はL�MNOでUkされているグラフィック
イコライザーのMNで(いDN300シリーズにRTのûMUグラフィックイコライザー・テクノロジーとして Wされた
ことをJします。

�
�

�

X(ÄでR�なYZを[られるように、この?@;<=をおYみください。

R\になりましたが、 をお]しみください。Klark Teknik DN370

��
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メス XLR

Pin 1 -
Pin 2 - Hot
Pin 3 - Cold

XLR

グランド
シグナル
シグナル

オス

	：ソケットは\]から`ています。

Pin 1 -
Pin 2 - Hot
Pin 3 - Cold

グランド
シグナル
シグナル

Phoenix Type Connector
Pin 1 -
Pin 2 - Hot
Pin 3 - Cold
Pin 4 -
Pin 5 - Hot
Pin 6 - Cold

XLR

チャンネルsu-グランド
チャンネルsu- シグナル
チャンネルsu- シグナル
チャンネルvu-グランド
チャンネルvu- シグナル
チャンネルvu- シグナル

	：ピンアサインは、ソケットから`ています。
フェニックスコネクターは、 にパラレル~�さ
れています。

�の��な��を�り、���と�����を��してください。

��~�

オーディオ~�

�ユニットは、���コネクタのアース~�した��
��で��しないでください。

�ユニットでは、���ツイストペア・オーディオ・ケーブ
ル��を!£しないでください。コネクタ・シェルはすべて
¥¦§で、ユニットに~�した¨にシールドの©ªをします
。ジャック・コネクタはすべてケーブルのシールドに~�し
てください。XLR プラグのピン1 はケーブルのシールドに~
�してください。

�¬

®@ABにより°±が³)される��µで�ユニットを
��するµ�、S/N ¸が¹ºすることがあります。½¾なµ
�(3V/m、90%³))、60dB まで¹ºすることがあります。

ÅÆについて

µÈ

��

DN370

É

100 240VAC IEC

は、19インチラックにÅÍして!£することを\ÎにしてÅÏされています。 ラックマウント£のネジは、
ユニットのÒÓをÔÕにサポートするために×ずÙ�にÚÍしてください。ユニットをÅÆÛは!£するµÈにÜしては、
�ºのことを�ってください。：

- フェーダーやツマミが、 ß、àかれたり、áられてしまう?なµÈはãけてください。
- フロントにある��スイッチが、àかれてしまう?なµÈはãけてください。

また、ユニットを��ユニットやパワーアンプのæくÛは、çにÅÆすることはãけてください。

èé��êÆはëìíにsu�îをïðするスイッチング��タイプを!£しています。!£できる�îòóは、
- です。ヒューズをè÷した ��コネクターは、リアパネルにありエリアèにそのÍùúûがされ、vüすると

きには、ボックスèに!£�î（そのÿの）あったヒューズがÎ�されています。

すべて���は��に	
してÆいてください。この§�を��サービスを�けるために�り�す2�があるかもしれな
いからです。どうぞ����に��を�けた��がないかを�Òに��してください。この§�は、��する\に、�ùな
��� !"とテストを#い、Ù�な で$µをvüしています。もし、この§�に��の��がありましたら やかに
%�&'に(けvてください。����の��にÜしては、ü�)であるあなただけが��*+に,して�-（クレーム）
を./させることができます。×1ならば、3 4、または、Klark Teknik �s3 4に56をしてみてください。どのよ
うな に,してもÔÕに8uをさせて9きます。

4

DN370

:Èの

;しく、<=�が�い��が グラフィックイコライザーを��にするため、���のバランスタイプのシールド?きの
オーディオケーブルを!£してください。

~�

ユニットを@Aした�

��

��

12

3

1 2

3

123456

��
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グラフィック セクションEQ

DN370 EQ 45mm
0dB DN370 ISO 1 3

12dB
6 12 LED

EQ in out DN370 EQ

LED

のグラフィック セクションの�Âは、 ロングフェーダーによりそれぞれのtuvバンドの&かい�Dを¬にします。
それぞれのフェーダーは、wJの （バンドのユニティーゲイン）をJす、センターディテンド（クリック）があります。 は、 /
オクターブを��のO|tuvとしてUkしています。

に^り_えてUkすることがµ}ます。~�のx»をwすために、
「 」と「 」の はレンジスイッチの�にあります。
グラフィックイコライザーのx»�Zを�くのに�まれるものです（サウンド
チェックOなど）。

/ スイッチを�すことにより の (とゲイン) をバイパス
したサウンドと��でき、フェーダーやコントロールを¿したオリジナルの
サウンドを�くことがµ}ます。
�そして�の は、ユニットがバイパスかどうかをJします。

チャンネルのフェーダーレンジは、チャンネルレンジスイッチにより と

x»

�QにÊち�げられたポジションでのQてのバンドのフェーダー�8は、
そのバンドのtuvが か ゲイン(レンジスイッチのx»によります)
のどちらかになります。 また�Qに げたポジションでのQてのバンドの
フェーダー�8は、そのバンドのtuvが か アッテネーション
(レンジスイッチのx»によります)のどちらかになります。

ゲインコントロールは、チャンネルゲインを�«�に-∞から+ まで�Dすることができ、
(ユニティーゲイン)にセンタークリックをÊっています。�きなカットやブーストをkいて を

Uう(、ゲインをUってÊち�げたり、アッテネーションしたりするÙHがあります。
L：しかしながら、 / スイッチが ポジションの(は、ゲインコントロールはバイパスとなり
ます。しかしQてのチャンネル はゲインコントロールにより たれます。

��のセクションでレンジについて;<されていることとG�するかもしれませんが、�チャンネ
ルのグラフィックイコライザーのフェーダーセクションのレンジは、レンジスイッチにより+/- と
+/- に^り_えることがµ}ます。~�のx»をJすために「 」と「 」 は、レンジスイッ
チの�でwJします。

/ スイッチは、µ�がÔ�と��にするために、 のゲインコントロール �むQて
の�をバイパスします。 / スイッチは、サウンドチェックOなどで��するnoにkいます。

6dB

6dB 12dB

6dB 12dB

6dB
0dB EQ

EQ in out out
LED

EQ in out DN370
in out

�

�

ゲインとレンジÅÍ
ゲイン

レンジ

EQ IN/OUT

を

6dB
12dB 6 12 LED

+ 6

-6

+ 12

12-

フロントパネルの��

フロントパネルの12

メーター

Klark Teknik DN370 30 1 3 6dB 12dB
2

in out

DN370 2 LED LED
EQ LED

LED EQ EQ
EQ

は、デュアル バンド、 / オクターブグラフィックイコライザーです。イコライザーバンドのレンジは、 と に
^tえをすることがµ}ます（�々のチャンネルで）。グラフィックイコライザー�にWえて、ハイとローパスフィルターと つのノッチフィ
ルターを�チャンネルに��し、イコライザー / スイッチによりイコライザー�Zとフィルターステージをバイパスすることがµ}ます。
����はリアパネル、スイッチはフロントパネルにあり、��インジケーターも��しています。

は、レベルを��する��で、�チャンネルに つの を��します。シグナル は、ユニットにÔってくる��を��し、
それは の�のレベルです（ゲインコントロールの\です）。クリップ は、ユニットがR�µ�レベルに�したらwJし、ユニットが
クリッピングを�めたことをwします。クリップ は、 の\（ゲインコントロールの\）をwJし、 ¡な による��のクリップ
（�·にもし(いÔ�レベルをさらに によりÊち�げられたなら）をJします。クリップとシグナルレベルは¾þのようにJされれます。

シグナル（グリーン）
クリップ（レッド）

-40dBu
+22dBu

DN Operators Manual -370 Page 5



<Eレベル

シグナル

クリップ

ハイパス、ローパス、ノッチフィルター

- LED EQ

- LED
LED EQ

EQ EQ

DN370 1 1 2

EQ in out

シグナル は、ユニットにÔってくる、 �（ゲインの\）の��をwJし
ます。

クリップ は、ユニットがR�µ�レベルに�したならwJし、ユニットが
クリッピングを�めたことをwします。クリップ は、 の\（ゲインコントロールの\）
をwJし、 ¡な による��のクリップ（�·にもし(いÔ�レベルをさらに により
Êち�げられたなら）をJします。クリップとシグナルレベルは¾þのようにJされます。

シグナル（グリーン）
クリップ（レッド）

は、�チャンネルに つのハイパスフィルター、 つのローパスフィルターとtuv¬¢が¬な つのノッチフィルターをEえてい
ます。�フィルターは、ポットをクリックするまで�すことにより��にすることがµ}ます(ほんのわずかな�がÙHです)。��にした(、
フィルターコントロールのtりが<るくJされます。

リハーサルなどの(にフィルター、 / スイッチ(�·にグラフィックイコライザーもバイパスさせます。) は、�々のフィルタースイッ
チをUって�Zを��することがµ}ます。

-40dBu
+22dBu

ローパスフィルター
カットオフtuvは、

から まで
�«¬¢が¬です。
20Hz 500Hz

ノッチフィルター 1
ノッチセンターtuvは、

から まで
�«¬¢が¬です。
20Hz 2kHz

ノッチフィルター 2
ノッチセンターtuvは、

から まで
�«¬¢が¬です。
200Hz 20kHz

ハイパスフィルター
カットオフtuvは、

から まで
�«¬¢が¬です。
2kHz 20kHz

フロントパネルの��

DN Operators Manual -370 Page 6



���

オーディオコネクター

メイン��は、ユニットのリアにあるヒューズを�¥した ソケットにより に��さ
れます。 は、�)¦×�§¨スイッチングモードパワーサプライを«kしており
、 - のレンジ�で~Öメイン��として×@します。

IEC DN370
DN370

100 240VAC

Dn370のオーディオコネクターは、�¯バランスとなっています。アイソレートトランスを kしたいnoは、¥nµ°( \ けが¬
なので#Ô² ³´§におµいoわせください。Ô�とµ�のª«は、¾þの~りです。どうぞこのオーディオª«セクションのª
«¶とピンアサインをユニットをª«する�によく·¸してください。

� Lは
Lは

AC~50-60Hz 60W

C US

100-240V

R

FUSE: 5x20mm
T0.5A L250A

SUPPLY
VOLTAGE

OUTPUT B INPUT B
PUSH

INPUT TX

OUTPUT TX

チャンネルsu XLR

チャンネルsvuフェニックスコネクター

チャンネルvu XLR

アイソレートトランス
Ôµ�オプションを¥nµ°(
に¹みºんでいるかw�します。

リアパネルの��

リアパネルの��

リアパネルは、 のオーディオと��のコネクターを��します。

��は、ひとつのヒューズを�む タイプコネクターです。�¼のために��ケーブルは、ユニットをµ°する(にその¼にあったケー
ブルを ¡しています。Öにメインヒューズは、�じタイプと¾のものと®tしてください。

オーディオª«は、チャンネル と のÔ�とµ�のそれぞれに つのオス と つのメス ソケットにより、¿うことがµ}ます。どちら
のコネクターもバランスオーディオª«を¿い、そのª«�cは、

グランド
シグナル
シグナル

DN370

IEC

2 XLR 2 XLR

-
-Hot
- Cold

A B

Pin 1
Pin 2
Pin 3

となっています。
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EQUALISER

FOH Console

Delay Line

EQUALISER

EQUALISER

X-Over &

Amplifiers

X-Over &

Amplifiers

X-Over &

Amplifiers

X-Over &

Amplifiers

Delay FoH Delay FoH

Centre Cluster

Main FOH Main FOH

Stage Monitors

Monitor

Console

システム�� システムとの~�:

DN Operators Manual -370 Page 9



DN370 30 1 3
FOH

は、 々なkÁに"Âできる(�Ãな バンド・ / オクターブのグラフィックイコライザーで、Ä ÅÆÇコンポーネントにより
·な(いÈ¡のコントロールをÉ~させました。グラフィックイコライザーは、ライブ(モニター は ) はスタジオ(01Ê� ËÌ
Ê�)で われるようになっているかどうかは、ÍÎûÏで � であるか、あるいは 6�な��のためにUkしなければなりません。

� 	 


� � � 
Lは

スタジオやJLíな!£のµ�

コントロールルーム�では、グラフィックイコライザーは µÒのtuvを9りÓいて、�ÔのÌÕ�7のÖ×をØÙすることにUわれる
かもしれません。これはÚÛに やDN6000などのリアルタイムアナライザー(RTA)をUkすることでÜÝすることがµ}
ます。 と / のO|tuvは、 Þ�にßÚしています、そしてÛ�はダイレクトにRTAからグラフィックに�à�に8き
tえて@ることがµ}ます。

、
Klark Teknik DN60

DN370 DN60 6000 ISO

しかしながら、グラフィックイコライザーは、ただあまりáくないアコーステックのµÒをÊつ�Ôをâ�することができます( ãな�Zを
WえてØÙしなければならないかも§れません)。グラフィックイコライザーはただ»Öuの�こえる�Zをäらすことをâうことはµ}ま
すが、åÕやÂいæÕ(ÄをÊった�ÔによるÄ<ç¡をâ�することはµ}ません。

DN370 30は のイコライザーバンドとハイとローパスフィルタをUってフィルター�Z（èえば、�éでéしているような�Z)を@ることにUう
ことができます；コンプレッサーと «してデレッサー�Zを@ったり、 ë ボーカルのÌí �など 々なî6にUkすることがµ
}ます。

� � � �Lは

Live Use (Front of House)

システムをUうエンジニアがïnの�ましくないtuvを9りÓくためにイコライゼーションをñえる¦はáいことかもしれません。また、イ
コライザーをïnの�·なµÒを�DするためにÊち�げたり^ったりするイコライゼーションをRTAとò»マイクロホンをUう¦はõしく
ありません。Rも4×するö÷としてáく^ けられるÄøブーストより、むしろtúのtuvのレベルをïnがÊっているピーク�7を
äûさせることをお¯めします。これは、イコライザーのヘッドルームをAつüけとなり、tuvレスポンス�のわずかなディプは、�きな
ピークより�ýつ¦はありません もしÌÅのþÿ�なäûが¸められたなら、ゲインは、イコライザーのµ�を�ましいレベルに�すこ
とにUうことがµ}ます。

P

。

しかしながらLMしなければならないのは ��なイコライゼーション（èえば、Ö��なベースエンクロジャーのためにÄøを�くブー
ストするno）は、システムのアンプにクリップを�き�こし、システムヘッドルームの�くをUってしまいます。(øハーモニックスがÖ	
なサウンドを�じ、スピーカの コンポーネントにダメージをñえてしまいます。また��なÄøブーストは、ベースドライバーに ãなダ
メージをñえ�
�な��や�u�な�までも�き�こします。

、

HF

また、ほとんどの システムは、~Öの�としては、およそ までのtuvを��することがµ}ます。システムのtuvレスポンス
を�げるために20kHzのブーストを(いレベルでñえたとしても、tuvレスポンスが��にØÙするYZは[られず、スピーカーの(
tuコンポーネントの��をäらす��となることがあります。

SR 18kHz

ルームアコーステック(�ÔのÌÕ�Z)のÖ×はイコライゼーションによって�Öにすることがµ}ません。èえば、Äøの�Îキャンス
レーションやスピーカカバーエリアのクロスオーバーしたn`のキャンセルは、イコライゼーションをUう�に�しくしなければなりません。

Live Use (Monitors)

ステージでUわれるモニターは、しばしばそれらのtuvがフィードバックレベルに��する�のR�のゲインを�ぐためにステージ�
のマイクロホンのフィードバックを�ぐようそれらのtuvレスポンスのQてのピークを9りÓくためにイコライザーをÙHとしています。より
�いイコライゼーションがUkしているマイクロホンの��から�~ったピークを9りÓくためにÙHとされるかもしれません。

モニターエンジニアがこれらのピークを^つけるためにRTAをUうかもしれません、しかしそれはよくあることではなく、モニターエンジニア
は�によりこれらのtuvを9りÓくことのµ}る��した��をÊっています。 の30のtuv ンドは、ほとんどのフィードバック
をモニターから9りÓく¦ができます、しかしフィールドバックtuvをバンドとのÄなどで�しµすのが�Öに� なnoがあります。
つのtuvの¬¢が¬なノッチフィルタは、フィードバックtuvを^つけµすまでそのtuvレンジj!を¬¢させて^つけµす
ことがµ}ます。

DN370 バ

2

ノッチフィルタにWえて、ハイとローパスフィルタは、(いtuvのフィールドバックを9りÓけ、Äøのフィールドバックやベースドライバ
ーの¬"�を9りÓくこともµ}ます。�くのÄøをÔれる¦はステージモニターには�ましくないかもしれません。ボーカルモニターの
no、Äøはボーカルのモニターの#$をしてÌ%を9りにくくします。またベースユニットを�^なtuvでロールオフすることがµ}
ます。ボーカルのÞ6は!られた&úで�こえるレンジを られて、 を'けないようなものと(われています。Qえ ST

DN370を!って
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ピンクノイズ

� � � � �����������
����������
����������
� � � � �

� � � � �����������
����������
����������
� � � � �

� � � � �����������
����������
����������
� � � � �

� � � � �����������
����������
����������
� � � � �

�D)みò»
マイクロホン

リアルタイムアナライザー

イコライザー

note: RTAをUう(に、システムをò»する(の
レベルで��に"Â¬であるレベルでイコライ
ジングを¿ってください。

イコライザー)*

� ���

DN Operators Manual -370 Page 11

¾�éしたように、Þ6�なイコライザー�Zのメリットは：

ÌÕシステムによる<ç¡と¦*ÌのØÙについて
フィールドバック�のシステムにおける なゲインを+やす¦

,つかの-.で、Ö��なÌÕやバックグランドノイズの�きいために�Öに�かりやすくするために~Öのサウンドシステムでは�し
/げるのは¬では�いかもしれません。このようなnoでは、01はシステムをx8したエンジニアに¨2し34を5わなければなら
ないことがあります。ボーカリストのnoは<ç�を6とか�しµさなければならないかも§れません。 ダンスミュージックの��のno
は、89の<ç¡を|:することなく��することがµ}ます。

システムをイコライジングする�に、それが�しく@×しているか�べることは;¾があります。イコライジングをしていないシステムを�く
ことは�Ôをイコライジングする�に<6にある=み（ØÙするÙHのあるもの、èえばÂいæÕをÊつ�Ô）を�^することがµ}るか
もしれません。ピンクノイズで>り?@にµないかもしれないあるtuvでのµÒが^つけられて、イコライジングの�でAされることがで
きるようにサインuの¬¢をUうことは�·に;¾があるかもしれません。�にシステムのµÒを<らかにするかもしれないシステムのクロ
スオーバーポイントを 。

ò»マイクがÜB�に アナライザーとの�Dが9れていて、それが~ÖのÌÕ�7を#$をするかもしれないオブジェ
クトなどの を けないn`に8かなければなりません。

リアルタイムアナライザーとピンクノイズソースをUうno、Cにグラフィック�のtuvDøのレベルをoわせてください。tuvレスポ
ンスのピークを�のバンドのレベルまでäらすよう、�·にÖ��なバンドを+やすように にJされます。イコライジングが�しく×@
するレベル("Äいレベル)にスピーカーのåÂをEFにÔれて�しいÌÅにjづけて0Ìなレベルでテストを¿うÙHがある。,つか
のポイントへÊって¿くのは�·にHましいかもしれません。エリアQÿで�Iなイコライザー�Zを[ることは¬ではないかもしれま
せん、しかし、JÚのポイントでの�Iなイコライザー�Zを[てQての�のポイントでのÖ��な�7よりむしろエリアQÿのáいイコ
ライザー�Zを[るために(Äをかけたöがáいかもしれません。むしろ01でÌをKÚにするためにセンターの ポジションでL
MするよりエリアQÿで¿うÙHがあるかもしれません。

�ÔをKÚにする(は、イコライザー�Zのプロセスによるシステムの�u�やö÷の�ZがÒなることを|にNめておいてください。
もし ãなイコライザー�Zを·ÉなバンドにWえたなら、アンプのヘッドルームやスピーカユニットの¬"�が�きることをEFしてくだ
さい。システムが!NのÍOでは、H'したåÂに"Âしないかもしれません。 ãなイコライザー�Zは、RPに（èえば、フェーズキ
ャンスレーションやドライバーのÐµなど）<6�にØÙしなくてはならないµÒがあるかもしれないという./をJしています。

エンジニアÄでは、 またはモニターエンジニアは、 によるマイクロホン ソロ��を^れるÍOをフィールドバックをQJにØ
ÙできRすことがµ}るためにÊつことをHんでいます。

てください、イコライザーは、「QてをSす」ディバイスではありません。Ö��なサウンドシステムのµÒをÜÝすることもµ}ま
せん。T»xEや~nのÌÕでUGにUうことにより、,つかのµÒをØÙすることは¬かもしれません。

-

IJZ[

ST P

Lは

\い]し

チェックしてください。Ö��なカバーレッジ（サービスエリア）はイコライジングではâ�することがµ}ません

フラットなò»で

RTA

FOH

FOH RTA



MNP/へのイコライザーのRS

MTP/へのイコライザーのRS

1/3 Octave

40, 50, 63, 80, 100, 125

160, 200, 250

315, 400, 500

630, 800, 1k

1k25 to 4k

5, 6k3, 8k

10, 12k5, 16k

1/3 Octave

31, 40, 50, 63

80, 100, 125

160, 200, 250

315, 400, 500

630, 800, 1k

1k25 to 4k

5k, 6k3, 8k

10k, 12k5, 16k

MNへのRS
�V@AB

B)の¨WったベースシンガーのYいïじ

MNの[�

N�にとってÒ1

MNのëßïにとってÒ1 、½¾に から をブーストすると
�\のようなクオリティーを�りvします。

]^MíなN、 MNのアクセントと�_にする

スピーチの�`aはÒ1で、½¾に から をブーストすると
はっきりとスピーチがbきcれなくなります（�えば、「 」「 」
「 」はg�がなくなります）。 ½¾に から のどれでもブースト
するとhれをリスナーにiえてしまいます。ボーカルは わずか
にブーストすることで、Tmはn?にその@ABをoしカットするこ
とでY)することがvpます。

½¾なブーストしたqM（ )

MTへのRS
�V@AB

[�íなドラムのキック、チューバ、ベース、オルガン これらは
MTのuYさをY)しますが、saな!£は、MTをtらせます。
��ハムノイズ(5 - )

½¾なブーストはブーミーになります(ティンパニーやタムの[�)。
��ハムノイズのvM 。

ドラムと¹いベース、½¾なブーストはブーミーになります。
��ハムノイズの wªのハーモニックス。

ストリングスやパーカッションの[�。

ストリングス、キーボード、パーカッションのハーモニックの[�。

ドラムス、ギター、ボーカルのアクセント、ストリングス、ブラス。

パーカッション、シンバル、スネアードラムの[�。

でのリダクションは�zのサウンドをより{く、|�なïじに
します。テープヒスやシステムノイズの}~。
から は、��aや�`aを��します。

シンバルや�zの�るさ。saなブーストは、qMをY)して
しまいます。

m b
v 2K 4K

315 1kHz

2K 4K

sss

0 60Hz

(100-120Hz)

3

5kHz

1k25 8k

3kHzを

MNのアクセントと�_にする

�æのsaなブーストは、TmMを�っぽくします。
�æのsaなブーストは、bきhれを�りvします。

テープヒスやシステムノイズの}~。

。

1-2kHz
1-4kHz

イコライザーのRS
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RもGHなことは イコライザーレスポンスのデザインをÝ»することでした。プロポーショナル- イコライザー�Zは、LまでUわ
れていた アナロググラフィックイコライザーでUわれているように、 でよくUわれているシンメトリカル- イコライザーに�
べて,つかの をÊっています。Äい¾のカット ブーストでは、フィルターの�が����く、�きい¾へブーストやカットの¾を+
やすことにより くなります。 まりより��にあったレスポンスを��します。 れはどんどん�くなっていくtuvDøをブースト/カット
するシンメトリカル- レスポンスとはÒなります。そして にµÒのtuvをカットする めのアプリケーションで HなEFすべきことが
あります。シンメトリカル- イコライザーをUう(、より�くのtuv&úが9りÓかれてしまいます。プロポーショナル- イコライザーでは
、 りáくµÒとなっているtuvだけをうまくカットすることがµ}ます。 ンメトリカル- イコライザーは、しばしÆってコンスタント- と
われていますが、コンスタント- の »Wは、 ットの( R� û ポイントから � がった をòったものでは�くむしろR�

ゲイン（カットのnoは ）のポイントから þがった の 、 ットの( R� û ポイントから � がったYZはノッチフィルタ
ーレスポンスです。

グラフィックイコライザーのQてのタイプにおいて、Xoった バンドの¢Yがどのようにtuvレスポンスに するかです。「Äい-
」のフィルターはよりスムーズのZざりoいますが、「(い- 」のフィルターでは、�[したÍOでµÒとなってしまいます－tuvレス
ポンスを]^にしたuを_ったÍO。わずかなブースト/カットの¾によるシンメトリカル- の`aはそれで（�Öにbc�なÍO）、
バンドはtuvレスポンスに ¡なさざuをdけるためにスムーズにZざるために����くなければなりません。しかし バンドの
がÚ»のno、�きな¾のブースト カットでは、ますます�い&úのtuvレンジに をñえてしまい、イコライザーのÈeさや
さを !してしまいます。

¶- と¶- は、ブースト/カットを した「ワイド」と「ナロー」のfHなシンメトリカル- のイコライザーをJしたもので、わずかに�Dした
g��に@った です。「ワイド」レスポンスでは、 つのバンドは�ÖにスムーズなYoをしていることがJされていますが、「ナロー」レ
スポンスでは、YoしたレスポンスでµÒとなるuを^ることができ�Îひずみのように�こえてしまいます。

DN370 Q
Klark Teknik Q

/
つ こ

Q � た G
Q Q

よ シ Q Q
Q Q カ の ä の 3dB げ `

0dB 3dB も で カ の ä の 3dB げ

EQ
Q Q

Q
EQ EQ
Q /

1 2 2dB Q
EQ 3

_:
I`

ST

ST a
I

�- シンメトリカル- イコライザー「ワイド」モード ブースト/カット1 Q 2dB

�- シンメトリカル- イコライザー「ナロー」モード ブースト/カット2 Q 2dB

DN370 Qプロポーショナル- レスポンス

-15

+15

-10

-5

+0

+5

+10

d
B
u

300 4k400 500 600 700 800 900 1k 2k 3k

Hz

-15

+15

-10

-5

+0

+5

+10

d
B
u

300 4k400 500 600 700 800 900 1k 2k 3k

Hz
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「ワイド」レスポンスは、ブースト/カットのわずかな¾では<らかに�ましくなく、¶ と¶- は、h« た�じ の¾のYZで、それぞれ
の�いバンド を 、かなり�くの ーディオ&ú ¢Yしてしまいフルブースト/カットではこのレスポンスをUうとµÒを�じて
しまうことが�かります。

プロポーショナル- イコライザーのiみは、 バンドがブースト/カットの¾がÄい(は「�い」ことで、より�きな¾がkいられる(には
「 」なって¿くことで、R�な-.のスムーズなバランスと�·なフェーダーQøの×きを�·に��します。
��いリスニングテストがR�ÍOのレスポンスを[るために の��のÄÉ¿され、Lまでに�いサウンドとハイレベルな�·さを
h«してとてもÌ]�なイコライザーをYZとして@りµすことがµ}ました。

-3 4 し Q
の オ が

Q EQ

DN370

ST Pけ

よりcく

�- シンメトリカル- イコライザー「ワイド」モード フルブースト/カット

�- シンメトリカル- イコライザー「ナロー」モード フルブースト/カット

3 Q

4 Q
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¶- と¶- は、 とR� jりのブースト/カットをした レスポンスをJしたものです。LMすべきaは、わずかな¾のブースト/カ
ットをしたバンドのスムーズな oは、シンメトリカル- の「ワイド」モードにとてもよく�ています。よりブースト カットをしたとしても�Âし
た、シャープなレスポンスとなり、µÒのtuvのコントロールをより�·に¿うことがµ}ます。

グラフィックイコライザーセクションにWえて、 はまた¬¢¬なハイ/ローパスフィルタと つのオーバーラップ¬で¬¢¬の
µ}るノッチフィルタを�チャンネルにÊっています。¬¢¬なハイ ローパスフィルタをUう¦で、ÙHの�いÄøや(いtuvのノ
イズをカットすることによりウエッジモニターの<ç¡を(める¦が き、fって( でUkを¬にします。 つのノッチフィルタは、
Òのtuvを�·に�こえなくすることがµ}るためユニットの�を(めます。 ッチフィルタのレスポンスは、 ィールドバックをす

ばやく9りÓくことを¬にするため M�く�いた\にUkします。 かし�(にUっていても ýつことはありません。ハイパス、ロー
パス、ノッチフィルタは、「�して 」、「�して 」バイパスの^tえをÊつポットでコントロールし、それぞれのポットはフィルタを×@さ
せた(にkりのリングが�るようになっています。 えば、 ーチストのアコーステックギターがフィールドバックを�こす �なtuv
あるとします、ノッチフィルタの つをそのtuvをカットするためにUkしました。 してÙHの�いnm(Ukしない()の(はスイッチ
を にし、 とで�じ]ëをUう(に�びセット( )します。

5 6 2dB DN370
Q /

DN370 2
/

で SPL 2
µ ノ フ

L し �
ON OFF

è ア �
が 1 そ
OFF あ ON

�
�

�- レスポンス+/- ブースト/カット

�- レスポンス��ブースト/カット

5 DN370 2dB

6 DN370
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Front-of-house

Monitors

DN370 EQ
Q

12dB 6dB 45mm
EQ

2

in out

Q
12dB

2
in out

/
ウ イ

6 、

のTしいグラフィック フィルタは、XoったバンドÄのRn!のu（リップル）でopなÌíのq�を¬にしました。�(にフィ
ルタのプロポーショナル- の7Ãは、アコースティクフィールドバックのnoには「きっちりとraのoった」レスポンスによりただフェーダ
ーを かす¦によって·Éにカットすることが¬です。レンジ^tえは+/- +/- で、 に ロングフェーダーにより、
かい�Dと�Dしたx»をÜりやすくすることを��します。 てのグラフィック フェーダは、Ì]の���にマネージメントしたÍO
のまま、¬¢¬なハイ/ローパスフィルタは tuv&úをUkするスピーカーシステムの�にoわせることを¬にします。 つの
tuv¬¢が¬なノッチフィルタは、�Ôの8"やsÓなどのtÃにRn!の をuvらしくäûさせることが��します。 ての
フィルタセクションの�かりwい / スイッチは、ノブのtりをリングÍに�らせ「 �でわかるÍO wJとYoしています。

TしいグラフィックフィルターのデザインはLM�くxばれたプロポーショナル- レスポンスによりµÒのtuvにuyく�Z�にäû
させることを·Éにしました。ロングフェーダーは、 レンジアッテネーションをUkしたとしてもzれた&かい�Dを¬にしました。
Ì]の�cをより�く·Aするために、X�{のバンドのÎ|@kをRn!にしました。�チャンネルにtuv¬¢が¬な�Öに�
·なノッチフィルタが つあり、�の�には}をつけずに8"やフィールドバックをR~する がµ}ます。コントロールノブに¹みºま
れたスイッチは、フィルタ�Zをcwに / の^tえるがµ}ます（èえば、アーティストはショーOに�う]ëにÊち_えたりします）。
コントロールノブのtりを�らせるリングがフィルタのÍOをÚ�でわかるようにします。ハイ ローパスフィルタは、tuvの!Nを�µ�
でÝめることがµ}ます。�からUkされている エッジモニターには�Öに��で、�に ヤーモニターとウエッジモニターを�(に
Ukするときにこの�は �を��し モニターサブシステムのレスポンスをアーティストのHHにoわせることがµ}ます。

� � �
�

、
�

�

Lは

ST
」

¦

DN370 アプリケーション
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��
ユニークなフィルタのx»を�ÂにÊつ

の�によりtuvレスポンスを�
·にコントロールすることを¬にします。
èえば·々なショーでフィルタをJ�でU
うかリアルに��するµÒをÜÝするため
に?@するグラフィックイコライザーとして
UうなどUk��にoった·々なkÁあり
ます。

DN370

DN370 アプリケーション
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DN370 アプリケーション

DN370
ISO

900Hz

a Q
800Hz 1kHz

16 B 900Hz
Q
c Q

b

のノッチフィルタをUうことにより、グラフィックイコライザーの8~
のµÒを9りÓくことがµ}ます。-tuvのコントロールは、 ��
O|tuvÄによるものです。,つかのèとして カットで、Úつ
のノッチフィルタをUって�のtuvに しにくい·なtuvレスポ
ンスを@りµしてみました( )。"�にシンメトリカル- イコライザーで、

できる�ÚのÜÝö÷は、 と のフェーダー�öをカッ
トすることで、ほぼ ｄ のアッテネーションが にありますが、�に
ワイドレスポンスのシンメトリカル- をUった(、�Öに�い&úのt
uvが�·の を ています( )。ナローシンメトリカル- レスポン
スは、�い&úのtuvには が�ないのですが、 にカットし
たtuvを�くアッテネーションすることはできません( )。

ST

IJ

ST Pけ
ST d�

DN370 Q

2 5 Hz
800Hz

A
800Hz

B

のプロポーショナル- レスポンスは�&úのtuvをうまくコン
トロールでき、また�»のµÒtuvを�·なコントロールで�·に¿
うことがµ}ます。tuv¬¢が¬なノッチフィルタはさらにこの�
を(めます。��は、 . ｋ ¾�をフェーダーをUってハイシェルビン
グを@り、 フェーダーをフルカットしてノッチフィルタを@りました
（フロントパネル¶のチャンネル- ）。��は、�じシェルビングフィル
タレスポンスで、 カットにはノッチフィルタをUkして、ノッチフィ
ルタにより�Öに�·なレスポンスを��されていることがわかります
（フロントパネル¶のチャンネル )。

"��にシンメトリカル- イコライザーの!Nは、Xの¶に�かれたカ
ーブで^ることができます。ワイドレスポンス( )は、 らかなシェルビン
グフィルタを��しますが、�Öに�の�いtuvレンジに をñ
えるため、ノッチフィルタにも をñえてしまいます。 ·に レス
ポンス( )は、とても�いノッチフィルタを��しますが、シェルビングフ
ィルタは ¡なリップルが��してしまいます。�·に åÂのシン
メトリカル- イコライザーは、 フェーダーのプロポーショナル-
レスポンスをUkするより、�い&úのtuvに します。

Q
a

b

Q DN370
Q

�

�
ST

ST cい

cい

ST

オーバーラップが¬なノッチフィルタをUkすることで、グラフィック
バンドと�(に �々にUkすることによって�Öに�いノッチ

フィルタを@ることがµ}ます。Xの¶は、ひとつのノッチフィルタ( )、
つのオーバーラップしたノッチフィルタ( )、 つのオーバーラップしたノ
ッチフィルタと バンド( )をJしたもので、それぞれ�Öにuvらしい
äûのYZを[られています。ほぼ のアッテネーションをノッチフ
ィルタと バンドによって@りµすことがµ}ます。

EQ
a

2 b 2
EQ c

45dB
EQ

Lは

DN370
/

2 の �

す
�

a b Q
� Y
DN370

�
ロ
。

のbc�なアプリケーションがモニターウェッジに"してもありま
す。Xの¶の��は、ハイ ローパスフィルタのþÿ�なåÂを¼ÿY
してUkする¦をJしています。 つ ノッチフィルタをUkして にµ
Òとなっているtuvをアッテネーションしています。L�してVきた
いのは、フェーダーは�QにフラットなÍOで ので、ますます+Wす
る¢Yに"して�("Âすることがµ}ます。"��に い �い
レスポンス( と �)をÊったシンメトリカル- イコライザーでは、�じレス
ポンスを@りµすことがµ}ません。 々のフェーダーレスポンス o
が��で�こるÎ|@kの�Zは、 フィルタが@りµしたåÂ
にoわせる¦はµ}ません。 いレスポンスでは、�Hするノッチのよ
うなレスポンスを@ることがµ}ますが、 ーパスフィルタのレスポンス
のno、リップルÍOが��してしまいます

Lは

シンメトリカル- イコライザーにÖ×しているフィルタを�Wしても、�
い �いレスポンス( と の�)のようにフェーダーだけをUってハイ
パスフィルタレスポンスを@りµすことはµ}ません。ユーザーは¬�
&ú¿を��のフェーダーをþげることでカットしていると�»していま
すが、Xの¶で�かるように、サブソニックなどは にはカットされて
いません。

Q
a bLは
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Inputs Two

Outputs Two

Performance

Equalisation 30 Bands

Terminations

Power Requirements

Dimensions

Weight

Options

Type Electronically balanced (pin 2 hot)

Impedance (Ohm 20k

Max input level +22dBu

Type Electronically balanced (pin 2 hot)

Minimum load impedance 600ohms

Source impedance <60ohms

Maximum output level +22dBu >2k ohm

Frequency response

EQ out ±0.5dBu, 20Hz-20kHz relative to signal at 1kHz

EQ in (flat) ±0.5dBu

Distortion (THD+N) < 0.003% @ 1kHz, +4dBu

Dynamic range >114dB (20Hz-20kHz unweighted), 12dB range

Overload indicator +20dBu

Gain - infinity to +6dBu

Centre Frequencies To BS EN ISO 266:1997 25Hz-20kHz, 1/3 octave

Tolerance ±5%

Maximum Boost/Cut ±12dB, ±6dB

High Pass Filter Slope 12 dB/octave

Low Pass Filter Slope 12 dB/octave

Notch filter Attenuation >18dB, Q=32

Audio 3-pin XLR and 6-pin Phoenix

Power 3-pin IEC

Voltage 100V-240V a.c.

Consumption <60W

Height 133mm (5.25 inch) 3U High

Width 482mm (19 inch)

Depth 205mm (8 inch)

Nett 5.8kg

Shipping 7.0kg

Input and output balancing transformer

)

±

25 Hz, 31.5 Hz, 40 Hz, 50 Hz, 63 Hz, 80 Hz, 100 Hz, 125 Hz, 160 Hz, 200Hz, 250 Hz, 315 Hz, 400 Hz, 500 Hz, 630 Hz, 800 Hz, 1.00 kHz, 1.25 kHz, 1.60 kHz, 2.00

kHz, 2.50 kHz, 3.15 kHz, 4.00 kHz, 5.00 kHz, 6.30 kHz, 8.00 kHz, 10.0 kHz, 12.5 kHz, 16.0 kHz, 20.0 kHz

Due to a policy of continual improvement, the Klark Teknik Group reserves the right to alter the function or specification at any time without notice.

BS EN ISO 266:1997 Frequency Centres:

The ISO standard frequencies

>?と��
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+ 6 + 12

-6 12-

C D E F G A B C D E F G A B C

C E F G B
# b # b#

C E F G B
# b # b#

DN370 HIGH PASS FILTER

DN370 NOTCH FILTER RANGE

DN370 NOTCH FILTER RANGE

DN370 LOW PASS FILTER

PIANO

LARGE PIPE ORGAN

VIOLIN

VIOLA

CELLO

DOUBLE BASS

PICCOLO

FLUTE

OBOE

BASSOON

TRUMPET

TROMBONE

TUBA

SOPRANO

CONTRALTO

BARITONE

BASS

PEJ MMIV

Note: The above information is provided as a rough guide to the range of fundamental frequencies used by various common

instruments. In addition to these, various amounts of higher harmonic content will also be produced.

A=440Hz

DRUM KIT (BASS DRUM/SNARE+TOMS)
BASS DRUM SNARE & TOMS

GUITAR

@ABチャート
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仕様および外観は、改良のため予告なく変更する事があります
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